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お
知
ら
せ

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
次
の
対
象

年
齢
の
お
子
さ
ん
が
、
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
場
合
の
医
療
費
の
本

人
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
る
医
療
費
に
限
り
ま
す
。

■
対
象
者　

　

出
生
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児

【
内
容
】

医
療
機
関
に
お
い
て
健
康
保
険

証
と
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
を
あ
わ
せ
て
提
示
す
る

と
、
本
人
負
担
額
が
総
医
療
費

の
１
割
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
１
カ
月
１
医
療
機
関

あ
た
り
の
本
人
負
担
額
に
は
、

入
院
・
通
院
別
に
上
限
を
設
け

 

ワンポイント防災知識
～自主防災組織～

●自主防災組織をつくろう
地震などの災害から身体や財産を守るには、
一人の力では限界があります。
近年では、「自分たちの町は自分たちで守る」
という気持ちで、協力し合って災害に立ち向
かうことが求められています。
地域ごとに工夫して、役割分担を決めた防災
組織をつくりましょう。
現在、益田市内では約４割の自治会に自主防
災組織があります。
危機管理課では、自主防災組織設立に向けた
相談を受け付けています。

 問  市危機管理課　☎ 31-0601

て
い
ま
す
。

　

・
入
院　

2
、0
0
0
円

　

・
通
院　

1
、0
0
0
円

※ 

調
剤
薬
局
、柔
道
整
復
施
術
所
・

治
療
用
装
具
製
作
所
・
訪
問
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
本
人
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
資
格
証
の
交
付
】

申
請
受
付
後
、
資
格
証
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者　

　

就
学
後
か
ら
20
歳
未
満
の
方

【
内
容
】

慢
性
腎
疾
患
等
、
特
定
の
疾
患

に
よ
る
入
院
治
療
に
対
し
て
助

成
し
ま
す
。

※ 

該
当
す
る
疾
患
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
本
人
負
担
額
の
上
限
】

　

・
入
院　

1
5
、０
０
０
円

　

※
通
院
は
対
象
外
で
す
。

【
資
格
証
の
交
付
】

資
格
証
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
医
療
機
関
で
医
療
費
を

支
払
い
後
、
保
険
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
で
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
の

児
童

お
子
さ
ん
の
医
療
費
助
成

制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

【
内
容
】

乳
幼
児
へ
の
助
成
内
容
と
同
じ

で
す
。
た
だ
し
、
児
童
が
学
校

の
管
理
下
で
ケ
ガ
等
を
し
た
場

合
で
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
か
ら
医
療
費
の
給
付
が

受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
助
成
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
資
格
証
の
交
付
】

◎
新
1
年
生

3
月
下
旬
に
、保
護
者
宛
に「
児

童
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を
郵

送
し
ま
す
。
資
格
証
の
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
新
2
年
生
か
ら
新
6
年
生

交
付
済
み
の
「
児
童
医
療
費
受

給
資
格
証
」
を
引
き
続
き
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　　

次
の
理
由
な
ど
で
益
田
市
の
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
ま
た
は
児
童

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
差
額
を
払
い
戻
し

ま
す
。

・ 

医
療
機
関
で
本
人
負
担
額
が
１

割
を
超
え
た
と
き
。

・ 

医
療
機
関
で
本
人
負
担
上
限
額

を
超
え
た
と
き
。

・ 

資
格
証
を
医
療
機
関
に
提
示
せ

ず
、
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
と
き
。

・ 

コ
ル
セ
ッ
ト
、
小
児
弱
視
の
治

療
用
眼
鏡
等
の
治
療
用
装
具
を

作
成
し
た
と
き
。

◎ 

払
い
戻
し
の
手
続
き
に
必
要
な

も
の

・ 

領
収
書
（
受
診
者
氏
名
・
金
額
・

医
療
点
数
・
病
院
名
等
が
記
載
し

て
あ
り
、
領
収
印
の
あ
る
も
の
）

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

・
通
帳

・ 

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

ま
た
は
児
童
医
療
費
受
給
資
格

証
・
健
康
保
険
証

・ 

診
断
書
兼
装
具
装
着
証
明
書

（
治
療
用
装
具
購
入
の
場
合
の
み
）

・ 

加
入
保
険
か
ら
の
支
給
決
定
通

知
書
（
治
療
用
装
具
購
入
の
場

合
、
ま
た
は
医
療
費
を
全
額
支

払
っ
た
場
合
）

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

児
童
医
療
費
助
成
制
度

医
療
費
の
払
い
戻
し
手
続
き

次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

・ 

住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
。

・ 

保
険
証
の
種
類
や
記
載
事
項
が

変
わ
っ
た
と
き
。

・ 

転
出
等
に
よ
り
資
格
が
な
く

な
っ
た
と
き
。

・ 

健
康
保
険
や
共
済
組
合
か
ら
高

額
療
養
費
や
付
加
給
付
金
を
受

け
ら
れ
る
と
き
。

問  
 

・

市
保
険
課

　
　

☎
31
・
0
2
1
5

　
　

24
・
0
1
8
0

 

・

美
都
総
合
支
所

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

 

・

匹
見
総
合
支
所

　
　

☎
56
・
0
3
0
0
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在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。（
所
得
制
限
有
）

※ 

対
象
と
な
る
障
が
い

肢
体
障
が
い
、
心
臓
障
が
い
、

腎
臓
障
が
い
、呼
吸
器
障
が
い
、

精
神
障
が
い
等

【 

特
別
障
害
者
手
当
申
請
に
必
要

な
書
類
】

•
指
定
診
断
書

• 

本
人
の
年
金
等
の
収
入
金
額
を

確
認
で
き
る
も
の

• 
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

•
そ
の
他
必
要
書
類

【 

障
害
児
福
祉
手
当
申
請
に
必
要

な
書
類
】

•
指
定
診
断
書

• 

個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

•
そ
の
他
必
要
書
類

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

特別障害者手当 障害児福祉手当

対象者
20歳以上で著しく重度の障が
いがあるため、日常生活で常時
特別の介護を必要とする方

20歳未満で重度の障がいがあ
るため、日常生活で常時の介護
を必要とする方

手当の額 月額　26,940 円 月額　14,650 円

注意事項

施設（有料老人ホーム等は除く）
に入所している場合または病院
等に継続して 3 カ月以上入院し
ている場合は支給されません。

施設入所している場合や、障が
いを事由とする年金などを受
給している場合は支給されま
せん。

特別児童扶養手当

対象障
がい児

1 級：概ね身体障害者手帳 1・2 級の一部、療育手帳Ａ　相当
2 級：概ね身体障害者手帳 3・4 級の一部、療育手帳Ｂの一部　相当
上記と同程度以上の状態にある児童（精神障がい等）

手当の額
1 級：月額　51,700 円　　
2 級：月額　34,430 円

注意事項
対象児童が施設入所している場合や、対象児童が障がいを事由とす
る年金などを受給している場合は支給されません。

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

　

対
象
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）

を
監
護
、
養
育
し
て
い
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
制
限
有
）

※ 

診
断
書
で
下
記
と
同
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
児
童
（
血
液
、
代
謝
疾
患
等

の
内
部
疾
患
、
精
神
障
が
い
も

対
象
と
な
り

ま
す
。）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

【 

特
別
児
童
扶
養
手
当
申
請
に
必

要
な
書
類
】

• 

本
人
と
対
象
障
が
い
児
の
戸
籍

謄
本
ま
た
は
抄
本

•
指
定
診
断
書

• 

個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

お
よ
び
本
人
確
認
書
類

•
そ
の
他
必
要
書
類

問  ・市
障
が
い
者
福
祉
課

　
　

☎
31
・
0
2
5
1

　
　

31
・
8
1
2
0

 

・

美
都
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
　

☎
52
・
2
3
1
2

　
　

52
・
2
1
9
0

 

・

匹
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課　

　
　

☎
56
・
0
3
0
2

　
　

56
・
0
3
6
2

　

平
成
30
年
4
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
転

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
、

定
住
奨
励
金
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か
？

入
さ
れ
た
方
に
対
す
る
益
田
市
Ｕ

Ⅰ
タ
ー
ン
者
定
住
奨
励
金
の
申
請

期
限
は
、
３
月
31
日
㈰
と
な
っ
て

い
ま
す
。
申
請
期
限
後
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
申
請
に
つ
い
て
は
対
象

要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
人
口
拡
大
課
に
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問   
市
人
口
拡
大
課
定
住
促
進
係

     

☎
31
・
0
1
7
3

平成30年度	全国統一防火標語

『忘れてない？ サイフにスマホに火の確認』

春の火災予防運動

3月1日～3月7日

住宅用火災警報器には『電池切れ・故障』
を知らせてくれる機能がついています。
電池を交換するか、専門業者に相談して
ください。

─ 益田広域消防本部（消防署）・益田市消防団 ─

1. 逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
2.  寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を

使用する。
3.  火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
4.  お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

所の協力体制をつくる。
5. 寝たばこは絶対やめる。
6. ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
7. ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

★住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
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益
田
市
病
児
保
育
室

　
「
ぞ
う
さ
ん
の
せ
な
か
」

　
　
　
　
　
　
　

見
学
会

　

普
段
は
病
気
の
お
子
さ
ん
が
利

用
し
て
い
る
た
め
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
保
育
室
を
、
ゆ
っ
く
り
と

見
学
で
き
る
機
会
で
す
。
保
育
関

係
者
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

も
ち
ろ
ん
お
子
さ
ん
も
、
ど
な
た

で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
子
さ

ん
は
た
っ
ぷ
り
遊
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
前
に
、
ど
ん
な
と
こ

ろ
に
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
部
屋
で

過
ご
す
の
か
、
ど
ん
な
人
が
保
育

す
る
の
か
、
少
し
で
も
知
っ
て
い

る
と
安
心
で
す
。
当
日
は
事
前
登

録
の
受
付
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

登
録
の
際
は
母
子
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

日　

3
月
10
日
㈰

　
　

9
：
30
〜
15
：
00

場　

益
田
市
病
児
保
育
室

　
「
ぞ
う
さ
ん
の
せ
な
か
」

　
（
益
田
赤
十
字
病
院
敷
地
内
）

※ 

益
田
赤
十
字
病
院
の
駐
車
場

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問　

 
社
会
福
祉
法
人
暁
ほ
ほ
え

み
福
祉
会　

益
田
市
病
児
保

育
室
「
ぞ
う
さ
ん
の
せ
な
か
」

☎
25
・
7
9
8
0

　

2
0
1
9
年
度
の「
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
」
の
加
入
受
付
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

こ
の
保
険
は
、ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、地
域

活
動
な
ど
を
行
う
際
の
事
故
や
、

第
三
者
に
与
え
た
傷
害
等
を
補
償

す
る
も
の
で
す
。
４
名
以
上
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

対
象
で
す
。

【
保
険
内
容
】

①
傷
害
保
険

急
激
で
偶
然
な
外
来
の
事
故
に

よ
り
被
っ
た
傷
害
に
よ
る
死

亡
、
後
遺
障
害
、
入
院
、
手
術
、

通
院
を
補
償
し
ま
す
。

②
賠
償
責
任
保
険

他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た
り
、
他

人
の
物
を
壊
し
た
こ
と
に
よ

り
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任

を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た

損
害
を
補
償
し
ま
す
。

③
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

突
然
死
（
急
性
心
不
全
、
脳
内

出
血
な
ど
に
よ
る
死
亡
）
に
際

し
、
親
族
が
負
担
し
た
葬
祭
費

用
を
補
償
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ

く
か
、電
話
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問    
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県

支
部

　

☎
0
8
5
2
・
21
・
5
3
8
8

日 　

3
月
24
日
㈰

実
施
時
間
帯

　

①
9
：
00
〜　

②
10
：
00
〜

　

③
11
：
00
〜　

④
12
：
00
〜

場 　

県
立
西
部
高
等
技
術
校　

機

械
加
工
・
溶
接
科　

溶
接
実
習

場
内
（
高
津
四
丁
目
７
10
）

対	
象　

島
根
県
在
住
の
方
（
小
学

生
は
高
学
年
、
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
）

定	

員　

各
時
間
帯
で
先
着
5
名
、

合
計
20
名

参
加
料　

無
料

内	

容　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
鉄
製

イ
ス
の
製
作
体
験（
１
人
1
個
、

１
人
あ
た
り
約
30
分
）

※ 

家
族
で
参
加
の
場
合
、
原
則
１

世
帯
１
個

島根県最低賃金改定
島根県内の事業場で働く皆さんの最低賃金が改定されました。

件　　　名 時間額 発　効　日

島根 県 最 低 賃 金 764円 平成30年10月1日

特
定
最
低
賃
金
（
産
業
別
）

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 886円 平成30年11月24日

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業 867円 平成30年11月25日

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具
製造業

800円 平成30年12月9日

自動車・同附属品製造業 859円 平成30年12月1日

自動車（新車）小売業 838円 平成30年11月29日

百貨店・総合スーパー 平成30年10月1日から「島根県最低
賃金764円」が適用されます。

※ 詳しくは島根労働局賃金室へ問い合わせください。

問   島根労働局賃金室　☎ 0852-31-1158

申	

込
方
法

電
話
に
て
、
氏
名
、
性
別
、
年

代
、
昼
間
の
連
絡
先
お
よ
び
第

1
・
第
2
希
望
の
時
間
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

2
月
25
日
㈪
〜
3
月
15
日
㈮

（
平
日
８
：
30
〜
17
：
00
）

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
切
り

申  
問 　

県
立
西
部
高
等
技
術
校

　
　
（
担
当
：
田
原
・
品
川
）

　
　

☎
22
・
2
4
5
0 

　
　

22
・
2
4
5
1

　

歯
科
衛
生
士
の
社
会
的
役
割
と

や
り
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
現
役
は
も

ち
ろ
ん
、
休
職
中
の
歯
科
衛
生
士

の
方
、
歯
科
衛
生
士
を
目
指
す
学

生
の
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 　

3
月
10
日
㈰

　
　

10
：
00
〜
12
：
30

場 　

島
根
県
歯
科
医
師
会
館

　
（
松
江
市
南
田
町
1
4
1

9
）

西
部
高
等
技
術
校

溶
接
無
料
体
験
セ
ミ
ナ
ー

募　

集

歯
科
衛
生
士
応
援
セ
ミ
ナ
ー
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対	
象　

歯
科
衛
生
士
（
現
役
お
よ

び
休
職
中
の
方
）、歯
科
衛
生
士

養
成
校
学
生
、
高
校
生
、
歯
科

医
師

内
容　

・
講
演　

10
：
00
〜
11
：
00

　
「 

変
わ
り
は
じ
め
た
歯
科
衛
生

士
の
社
会
的
役
割
」 

東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院

医
歯
学
総
合
研
究
科　

歯
学
教

育
シ
ス
テ
ム
評
価
学
分
野

戸
田　

花
奈
子　

氏

・
体
験
報
告　

11
：
00
〜
11
：
30

社
会
福
祉
法
人
梅
寿
会
「
ま
す

だ
」
ハ
イ
ツ　

歯
科
衛
生
士

神
代　

さ
つ
き　

氏

多
田
歯
科
医
院　

歯
科
衛
生
士

竹
内　

菜
津
子　

氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

11
：
30
〜
12
：
30

申
込
期
限　

3
月
5
日
㈫

参
加
料  

無
料
・
託
児
あ
り（
無
料
）

※ 

託
児
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
対
象
は
小
学
校
就
学
前
ま
で
）

申  
問　

島
根
県
歯
科
医
師
会
事

務
局　

〒
6
9
0
0
8
8
4

　

松
江
市
南
田
町
1
4
1
9

　

☎
0
8
5
2
・
24
・
2
7
2
5

　

0
8
5
2
・
31
・
0
1
9
8

　

info@
shim

ane-da.or.jp 　

住
宅
入
居
者

市
営
住
宅
入
居
者

※ 

３
月
14
日
時
点
で
空
き
住
宅
が

あ
っ
た
場
合
、
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

　

3
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

　

17
：
00
必
着

　
（ 
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、抽
選
日
は

申
込
者
に
対
し
別
途
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

入
居
可
能
予
定
日　

　

5
月
中
旬　

※ 

な
お
、須
子（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ

ン
グ
を
含
む
）、原
浜
、下
波
田
、

上
黒
谷
、
黒
石
、
田
倉
、
久
城
、

都
茂
上
、
朝
日
、
椎
ノ
木
、
湯

の
香
、
久
保
坂
、
宮
の
原
、
丸

茂
、
澄
川
、
道
川
住
宅
は
、
順

番
待
ち
住
宅
と
し
て
随
時
申
込

み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

そ	

の
他

入
居
時
に
は
敷
金
（
家
賃
3
カ

月
分
）、
連
帯
保
証
人
（
１
名
）

が
必
要
で
す
。
申
込
資
格
等
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

申
込
期
間

　

3
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

　

17
：
00
必
着

※ 

戸
数
・
間
取
り
、募
集
団
地
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

抽
選　

4
月
下
旬　
　

入
居
予
定
日　

5
月
中
旬

※ 

な
お
、
吉
田
南
団
地
は
、
順
番

待
ち
住
宅
と
し
て
随
時
申
込
み

を
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
共
通
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

試
験
の
日
程
確
認
や
申
込
み
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

受
験
資
格

⑴ 

平
成
元
年
4
月
2
日
〜
平
成
10

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

⑵ 

平
成
10
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

県
営
住
宅
入
居
者

国
税
専
門
官

① 

大
卒
者
お
よ
び
2
0
2
0
年

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
方

② 

人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
方

申
込
方
法

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り

申
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア

ド
レ
ス

　

←

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-sh

iken
.

g
o
.jp
/ju
ken
.h
tm
l

受
付
期
間

• 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

3
月
29
日
㈮ 

9
：
00
〜

4
月
10
日
㈬

• 

郵
送
ま
た
は
持
参

　

3
月
29
日
㈮
〜
4
月
1
日
㈪

　

※
当
日
消
印
有
効

1
次
試
験
日
　

6
月
9
日
㈰

※ 

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 　

益
田
税
務
署
総
務
課

　
　

☎
22
・
0
4
4
3

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　h

ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

ご家庭の屋根に設置している場合も、出力 10kw 以上で
あれば事業用とみなされますのでご注意ください。

対象の方は下記まで連絡いただく
か、税務課窓口までお越しください。
なお、申告がない場合は調査を行う
ことがあります。

税務課　固定資産税係
☎ 31-0610

ご存知ですか？

事業用（出力10kw以上）太陽光発電設備は、確定申告とは別に、固定資産税の償却資産の申告が必要です。
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相
談
・
催
し

わ
さ
び
の
花
芽
摘
み
・

わ
さ
び
尽
く
し
料
理
体
験

　

就
職
活
動
を
始
め
る
方
必
見
！

島
根
の
企
業
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
企

業
紹
介
を
行
い
ま
す
。

【
松
江
会
場
】

日 　

3
月
4
日
㈪

　
　

10
：
30
〜
17
：
00

場 　

く
に
び
き
メ
ッ
セ（
松
江
市
）

【
浜
田
会
場
】

日 　

3
月
20
日
㈬

　
　

13
：
00
〜
17
：
00

場 　

県
立
石
見
武
道
館（
浜
田
市
）

内
容

・
企
業
紹
介
マ
イ
ク
リ
レ
ー

　
（
1
分
間
企
業
P
R
）

・
合
同
企
業
説
明
会

※ 

各
会
場
と
も
前
日
に
、
自
分
の

魅
力
を
企
業
に
伝
え
る

「 

学
生
の
ド
ラ
フ
ト
就し

ゅ
う
か
つ勝

！

  

〜
ご
縁
オ
フ
ァ
ー
〜
」
開
催

※ 

詳
細
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
」サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者

 
・  

2
0
2
0
年
3
月
大
学
（
院
含

む
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学

校
、専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定
者

 

・ 

未
就
職
卒
業
者

　
（
既
卒
3
年
以
内
）

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

 

・ 

県
内
就
職
を
希
望
す
る
方

参
加
企
業

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.g
o

g
o

-
jo

b
c
a

fe
-s

h
im

a
n

e
.jp

/

問   
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公

益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
）

　

☎
0
1
2
0
・
67
・
4
5
1
0

　

野
生
動
物
か
ら
の
農
作
物
被
害

防
止
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
動

物
駆
逐
用
煙
火
」（
動
物
追
払
い
用

花
火
）
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
煙

火
を
使
用
す
る
た
め
に
は
講
習
会

を
受
講
し
、
煙
火
消
費
保
安
手
帳

の
取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
下

記
日
程
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
受
講
希
望
の
方
は
各
申
込

先
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
保
安
手
帳
を
取
得
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
年
1
回

の
講
習
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
の
更
新
講
習

を
兼
ね
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
で
検
索

春
の
動
物
駆
逐
用
煙
火

　
　
　
　
　

保
安
講
習
会

【
中
西
会
場
】

　

日  
3
月
1
日
㈮

　
　

  

18
：
30
〜
20
：
00

　
場 
中
西
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

【
西
益
田
会
場
】

　

日  
3
月
2
日
㈯

　
　

  

10
：
00
〜
11
：
30

　

場 
白
岩
地
区
多
目
的
集
会
所

【
匹
見
会
場
】

　

日  
3
月
2
日
㈯

　
　

  

13
：
30
〜
15
：
00

　

場 
匹
見
下
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

〈
講
習
会
に
持
参
す
る
物
〉

◎
新
規
の
方

 

・
負
担
金 

5
、5
0
0
円

※ 

新
規
の
方
は
、
受
講
料
に
つ
い

て
1
、0
0
0
円
の
補
助
を
し

ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

 

・
写
真
（
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
で
、3
㎝
×
2
・
5
㎝
の

も
の
）

※ 

裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
着
帽
・
サ
ン
グ
ラ
ス
・

背
景
の
あ
る
も
の
は
不
可
。

◎
更
新
の
方

 

・
負
担
金  

2
、5
0
0
円

 

・
お
持
ち
の
煙
火
消
費
保
安
手
帳

◎
再
交
付
・
5
年
更
新
の
方

 
・
負
担
金  

5
、0
0
0
円

 

・
写
真
（
3
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
も
の
で
、3
㎝
×
2
・
5
㎝
の

も
の
）

※ 

裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
着
帽
・
サ
ン
グ
ラ
ス
・

背
景
の
あ
る
も
の
は
不
可
。

申 	

問 

•
中
西
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
28
・
0
5
0
1

• 

匹
見
下
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
56
・
0
9
1
0 

• 

市
農
林
水
産
課

　

☎
31
・
0
3
1
3

　

わ
さ
び
谷
の
見
学
や
、
こ
の
時

期
だ
け
の
花
芽
摘
み
体
験
、
醤
油

漬
け
作
り
や
郷
土
料
理
「
う
ず
め

飯
」
作
り
な
ど
、「
東
の
静
岡
、
西

の
島
根
」
と
評
さ
れ
た
匹
見
の
わ

さ
び
尽
く
し
の
体
験
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

日  
3
月
30
日
㈯

　

  

9
：
00
〜
14
：
00

場   

匹
見
町
三
葛
地
区

高津川公園 復活！協働のまちづくり事業

「公園に花を植えよう！」

〈場　所〉　高津川公園（高津川丁河川敷）
　　　　　※駐車場・集合場所同じ (15 分前には集合 )

〈持ち物〉　スコップ、手袋
〈参加資格〉どなたでもＯＫ
　　　　　 （小学生以下は保護者同伴での参加が必要）

〈主　催〉　高津川丁自治会

〈問い合わせ先〉
　　　　　☎ 090-5370-6110（大達）

〈日　時〉3月24日㈰ 13：30～ 

※雨天の場合は3月31日㈰
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 障
しょう

がい者
しゃ

に関
かん

するマーク
～マークの意

い み
味をご存

ぞん
じですか？ 施

しせつ
設や車

くるま
などに表

ひょうじ
示されているマークを紹

しょうかい
介します～

盲
もうじん
人のための国

こくさい
際シンボルマーク

（施
し せ つ

設等
とう

が表
ひょうじ

示するもの）

1984 年
ねん

に制
せいてい

定された目
め

が不
ふ じ ゆ う

自由な方
かた

のための世
せかいきょうつう

界共通のマークです。視
し か く

覚 障
しょう

がい者
しゃ

の

安
あんぜん

全やバリアフリーに考
こうりょ

慮された建
たてもの

物、設
せ つ び

備、機
き き

器などに付
つ

けられ、信
しんごう

号機
き

や国
こくさい

際点
て ん じ

字

郵
ゆうびんぶつ

便物、書
しょせき

籍などに使
し よ う

用されています。

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】　市
し

障
しょう

がい者
しゃ

福
ふ く し

祉課
か

　☎ 31-0251　

「
く
ら
し
・
仕
事
」
悩
み
事

出
張
相
談
会
in
益
田

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会

場
で
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独

身
男
女
の
結
婚
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
無
料
で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、

あ
な
た
の
素
敵
な
出
会
い
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

へ
ご
相
談
（
登
録
）
さ
れ
た
方
限

定
で
、
サ
ロ
ン
内
で
開
催
す
る
相

談
者
同
士
の
交
流
会
「
は
ぴ
こ
交

流
シ
ェ
ア
サ
ロ
ン
」
へ
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

3
月
9
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
〜
12
：
00

　

・
夜
の
部　

19
：
00
〜
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

2
階　

多
目
的
室 

　
　
（
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
）

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ

会
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

相
談
は
、
事
前
予
約
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

益
田
地
区
認
知
症
カ
フ
ェ

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
　
　
　

ま
ほ
ろ
ば
」

日  

3
月
10
日
㈰

　
　

13
：
30
〜
15
：
30

場  

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ま
ほ
ろ
ば

　
　
（
高
津
一
丁
目
）

内	

容　

茶
話
会
「
春
の
お
彼
岸　

皆
さ
ん
に
作
っ
て
頂
く
お
は
ぎ

の
巻
」

参
加
費　

1
人
1
0
0
円

　
　
　
　
（
お
茶
代
と
し
て
）

問  

医
療
法
人
永
瀬
脳
外
科
内
科

　
「
ま
ほ
ろ
ば
」
☎
25
・
7
4
8
0

　
「
す
み
よ
し
」
☎
23
・
6
7
1
7

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
専

門
職
の
方
、
地
域
の
方
が
気
軽

に
集
い
、
交
流
で
き
る
憩
い
の

場
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認
知
症
カ
フ
ェ
と
は
… 

定
員  

30
名

　
　

  
（
事
前
申
込
み
が
必
要
）

料
金　

2
、5
0
0
円

申  
問  
ひ
き
み
田
舎
体
験
推
進

協
議
会
（
匹
見
総
合
支
所
内
）

　

☎
56
・
0
3
0
5

　

雇
用
全
般
、
労
働
契
約
、
賃
金
、

労
働
時
間
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
仕

事
の
悩
み
、
生
活
苦
、
多
重
債
務
、

子
育
て
、
介
護
、
悪
質
商
法
、
相

続
問
題
な
ど
の
生
活
の
悩
み
を
相

談
で
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
予
約
が
必
要
で
す
。
秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
。
島
根
県
補

助
金
事
業
な
の
で
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　

3
月
15
日
㈮
・
16
日
㈯

　
　

11
：
30
〜

場  
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

島
根
（
中
国
労
働
金
庫
益
田
支

店　

2
階
）

問  
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

☎
0
1
2
0
・
1
5
4
・
0
5
2

　
　
（
平
日　

10
：
00
〜
16
：
00
）

☎
0
1
2
0
・
5
0
6
・
6
2
9

　
　
（
3
月
15
日
・
16
日
限
定
）


